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私がスラムという言葉に惹きつけられる要因は何か。スラムには魅力があるのか。あるとしたら、どんなものなのか。それはどのように都市に影響しているのか。
1. スラムのメカニズム：押し出しvs　引っ張り

途上国のスラム形成の背景として、労働人口以上に都市人口が増大する「過剰都市化」が考えられる。では、産業化の進展がないまま、人的需要がないまま、人々はなぜ向都するのか。社会学者、K．デービスによれば、これは農村からの「押し出し要因」によるものであり、西欧でみられる、都市に引っ張られて向都する現象とは区別されている。しかし、途上国のスラムは本当に、農村から押し出された人々によって形成されたものであるのか。著者は、この疑問に「押し出し要因」「引っ張り要因」について動機と状況の2つのレベルから検討していく。
「発展途上国の都市化は先進諸国の都市化に比較し、農村における〈押し出し状況〉がより強く働き向都移動が生じ都市化が進展しているといった特徴をもつ」

以上のように、デービスの指摘を修正し、また、動機レベルでは、「引っ張られた動機」の方が強いという見解を示している。つまり、向都移動者は、都市のきらきらした様相だとか憧れを抱き、希望から欲望までを受け入れてくれる場所だと信じて移住を決心しているわけである。もし、そうであるなら、前向きな向都により形成されたスラムというマスは、ステレオタイプに反して都市にとってプラスに働いていると認識されてよいのではないか。労働面での人的多さ、目標達成のための労働、ある地域内でのコミュニティの形成しやすさなどのプラス要素が考えられる。都市への可能性は、スラム生活が長期化するにつれ、都市への不満をもって、消失されてしまうのだろうか。
2. スラム・クリアランスの効果は？

かつての先進国では、都市流入者はやがて、工業労働人口その他に吸収されていった。そのため、途上国のスラムも過渡的現象であると捉えられていたのはいつのことだったか。それは、減少するどころか、拡大の一途をたどっている。1970年代以降、スラム・クリアランスという政策的展開が生じた。この政策は、スラムという不安定さに一滴の安定を注いだのだが、年月が経った今、それは成功と言えるのだろうか。
ここでは、1980年代に行った、マニラ、バンコク、ジャカルタ、アンカラの4都市のスラム住民の生活と意識についての調査をまとめている。マニラでは、1960年以降、スラム・クリアランスが実施されたが、強制移住では、対象世帯の半数以上が6年間でマニラに戻り、住宅問題では建設目標を大きく下回った。この原因の背景には、少数の有力家族による大土地所有があったと言われている。また、バンコクでもやはり、スラム改善計画では、土地所有に関する改善が最も困難とされた。同様に、ジャカルタにしろアンカラにしろ、政府が主体となって打ち出された改善計画には、政府の力だけでは負えない問題が出てくる。ここで、留意しなければならないことは、著者も示している通り、「スラム改善事業の方向は物理的環境整備とそのための組織作りで、貧困からの脱出という抜本的対策をもっていない」という点である。貧困からの脱出の解決は、俯瞰的な姿勢ではなく、住人に近いアイレベルで検討していく必要があると考えられる。
ここで、アフリカ大陸エチオピアにある「葬儀講」と呼ばれるコミュニティを例に出したい。「葬儀講」は〈死後行事〉という目的をもってコミュニティを形成し、コミュニティ内の誰かが亡くなると、会費から葬儀費用を出し、最期を送り出す。このコミュニティのおかげで、身寄りのない人、葬儀資金のない家族の遺体が放置されずに済む。町や村スケールのコミュニティだからこそ可能である。一つの目的・目標を持ったある規模の自立的集団には、政府の介入が困難な問題も対応できることを気付かせてくれる。政府とコミュニティ、お互いを補った改善計画を打ち出す必要がある。
3. スラムは肯定すべきか否定すべきか

ここまでを踏まえて、スラムは都市にどのような影響を与えているのか考えたい。
スラム居住者は無気力で不満を鬱積させたマスだと判断するならば、全体社会を不安定化させているものとして否定するべきであるし、向上意欲にあふれていて、流入以前の生活より良いと判断するならば、全体社会の発展に貢献しているものとして肯定するべきである。
著者はこれについて、どちらが妥当性をもつのかは調査の課題としたいと終わっている。スラムを肯定すべきか、否定すべきか。スラム外部の都市住人や政府からみれば、スラムは不衛生化、密集化、老朽化している居住地域で、犯罪も多発し、都市を不安定にさせているものだという位置付けだろう。一方で、スラム居住者からみれば、故郷を離れ、都市での安定した生活に向けた基盤を整える準備期間のようなものであると思う。都市での生活を夢見た農村時代と同じくして、スラムで、より良い、豊な都市生活を夢見る。スラムは次へのステップという位置付けであろう。しかし、現実は厳しい。自分の家を持つことが出来ないまま、数年ごとにスラムで借地などに移住する。つまり、ここに時間軸が加わると、都市での生活＝スラムでの生活となり、人々は無気力、さらには自暴自棄へと落ちていく。そして、長期化されたスラム生活から、第二世代という問題を忘れてはならない。
都市の中の誰の立場になって、スラムの是非を判断するか、また、その判断は時間軸内でどのようなズレを生むのか。パースペクティブな視点でスラムを判断することが必要である。
　

